
高江現場における不穏当発言に抗議し警備体制の改善を求める意見書

今般のヘリパッド建設現場周辺における警察官による「土人」発言は、不適

切なものであった。この件に関し、沖縄県警察本部も19日に謝罪し、当の警察

官も処分された。

不当な差別的言動はいかなる者に対してもあってはならない。差別的言動を

なくすためには地道で粘り強い啓発活動を通じて、社会全体の人権意識を高め、

こうした言動は許されないことであるという認識を醸成することが重要であ

る。

しかし、今回の発言は県民に向けられたものではなく、県民への差別発言で

もない。

ヘリパッド建設をめぐる反対住民の言動がエスカレートし、現場は混乱状態

であることが県議会本会議や委員会で明らかとなった。その内容は、反対派に

よる警察官に対する次のような発言からも明白である。

①「お前は心が歪んでいるから顔も歪んでいる」、②「米軍の犬、政府の犬、

安倍の犬、人殺し、デブ、豚、熊」、③「お前ら、顔覚えているから、街で会

ったら覚えておけ。死んでいるから」、④「次会ったときは殺し合いのケンカ

だ」「お前の顔と家族の顔をネットで世界にアップしてやる」「孫の代まで呪

ってやるからな」、⑤「お前、八つ裂きにしてやる」「お前の家は判っている

ぞ、横断幕を設置してやる」「お前らは犬だから言葉は判らないだろう」「大

阪の人間は金に汚いよね」、⑥「子どもはいるか。人殺しの親め」「お前が戦

争に行って死ね」、⑦「火炎瓶や鉄パイプで闘う方法もある」、⑧「お前ら、

人殺しの子どもは人殺しだ」「お前らを殺し、俺も死ぬ」「俺は死ぬときはひ

とりでは死なないからな」「街を歩くときは後ろに気をつけろ」などの発言が

ある。

こうした警察官の人格、尊厳を傷つける発言は問題とせず、警察官の発言の

みを取り上げることは、余りに一方的と言わざるを得ない。沖縄県において、

各種の反対運動を行う権利が保障されているとはいえ、異常な事態が続いてい

ることは看過できない。

現状を放置することは、職務とはいえこれまで県民を初め地域住民を守り、

さらには反対派住民の権利を尊重して、警備を行ってきた警察官の心身の健康

を維持することが困難になることが懸念される。県公安委員長も県議会一般質

問において、ヘリパッド建設現場を警備する県外機動隊を「撤退させる判断は

できない」と断言したばかりでなく、警備範囲が広く、かつ昼夜を問わない体

制の維持が必要であるとのことから「県警だけでは、十分な対応ができない」



と言明した。

以上の観点から、高江地区の秩序を維持し、反対派住民の権利を守り、地域

住民の安全を確保すべく以下のことを強く要請する。

記

１ 現場警察官の不穏当発言防止の徹底化を図ること。

２ 現場警察官の負担を軽減すること。

３ 警察官の十分な休養と心のケアを行うこと。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
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